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郷
自
宅
に
て
没
 

満
洲
牡
丹
江
省
第
七
六
四
部
隊
に
入
隊
 

セ
ミ
ョ
ノ
ワ
カ
地
区ウ
オ
ロ
シ
ロ
収
容
所
 

ニ
ュ
ギ
ニ
ャ
ピ
ア
ク
島
 

中
国
湖
南
省
衡
陽
県
三
板
橋
 

大
阪
市
天
王
子
陸
軍
病
院
 

中
国
山
西
省
離
石
県
生
子
 

比
島
ビ
ナ
ッ
ポ
山
西
北
 

レ
イ
テ
島
カ
ソ
ギ
ボ
ッ
ト
山
 

火
の
用
心
火
事
出
す
な
 
雨
は
天
か
ら

涙
は
眼
か
ら
 

火
事
は
我
が
身

の
油
断
か
ら
 
若
し
や
火
元
で
あ
っ
た
な
ら
 

孫
七
代
迄
も
恨
ま
れ
る
 
隣
近
所
に
迷
惑
す
 

老
若
男
女
共
に

注
意
せ
よ
 

マ
ッ
チ
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
は
 

必
ず
容
器
に
入
れ
る
こ
と
 

子
供
に
火
遊
び
さ
せ
ぬ
様
 
老
人
は
ガ

ス
の
元
栓
閉
め
忘
れ
る
な
 

家
を
出
る
時
に
は
 
か

ま
ど
や
火
鉢
に
気
を
付
け
て
 

泥
棒
よ
け

や
火
の
用
心
 

火

の

用
心
 

寄 

稿 

右
の
戦
没
者
は
金
木
郷
土
史
よ
り
一
部
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

杉
山
武
五

郎
 

山

口
三
九

郎
 

成
 
田
専
蔵
 

成
 
田
武
光
 

杉
山

東
英
 

北

川
 
潔
 

山
 
口
 武
彦
 

杉
山

敬
 
三
 

成
 
田
 

功
 

山
ロ
彦

三
郎
 

杉
山
嘉

四
郎
 

杉
山

正

彦
 

白

川
勝
 
三
 

成
田
弥
九
郎
 

山
 
口
勘

吉
 

山
 
口
 忠

徳
 

成
田
千

代
作
 

佐
藤

政
雄
 

成
 
田
 正
義
 

上
見
政
五

郎
 

山

本
 

勝
 

昭
一
か
九二
三
 
戦
病
 

昭
二〇
五
三
 
戦

死
 

昭
一
八・
一・
九
 
戦
死
 

昭
一
五・
九二
六
 
戦
死
 

昭
」〇
ニ（
・
「
う
 
戦
病
 

昭
一
一
9

七
二
八
 
戦
病
 

昭
一
九
二9

ニ
 
戦
病
 

昭
ニ〇
ニ
一・
一四
 
戦
病
 

昭
一
九宍
三
 
戦
病
 

昭
二〇
三
三
 
戦

死
 

昭
一
一
〇
・
七
二
 
戦
死
 

昭
ニ〇
夫
ニ
一び
 
戦
死
 

昭
一
一〇
宍
ニ
一百
 
戦
死
 

昭
ニ〇
ニ
一・
一
「一
 
戦死
 

昭
ニ9
,
-
'

」
6
 戦
死
 

昭
ニ
一
・
手
ニ
七
 
戦病
 

昭
ニ0

本
七
 
戦

死
 

昭
ニ0
ニ
（主
 
戦

死
 

昭
」
一
圭
三
九
 戦
病
 

昭
二〇
・
八・
ニ
五
 戦
死
 

照
三
三
二
四
 
戦

病
 

軍
 
属
 

海
兵
曹
長
 

陸
宣
（
長
 

陸
  

陸
需
伍
 

陸
 
上
 

陸
豆
（
長
 

陸
 
上
 

陸
 
伍
 

陸
  

陸
 
曹
 

陸
左
（
長
 

陸
 
伍
 

陸
共
長
 

陸
 
曹
 

陸
 
伍
 

陸
 
軍
 

陸
 
伍
 

陸
 
伍
 

陸
 
伍
 

陸
け共
長
 

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
 

マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
ウ
オ
ラ
セ
島
 

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
ュ
カ
ン
ポ
 

中
国
広
西
省
凌
村
付
近
 

中
国
広
西
省
沢
洲
一
九
七
陸
軍
病
院
 

北
千
ノ
島
第
一
陸
軍
病
院
 

中
国
湖
南
省
衡
陽
県
六
八
師
団
 

中
国
湖
南
省
衡
陽
県
七
二
五
陸
軍
病
院
 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ャ
島
木
浦
村
 

ル
ソ
ン
島
ク
ラ
ー
ク
地
位
 

ル
ソ
ン
島
ス
エ
バ
エ
シ
ハ
洲
ム
ニ
ョ
、
ン
 

レ
イ
テ
島
カ
ン
ギ
ボ
ッ
ト
山
 

レ
イ
テ
島
カ
ン
ギ
ボ
ッ
ト
山
 

レ
イ
テ
島
リ
ザ
ー
ル
ダ
ン
べ
リ
ッ
ト
 

レ
イ
テ
島
カ
ン
ギ
ボ
ッ
ト
山
 

満
洲
奉
天
省
奉
天
陸
軍
病
院
 

ル
ソ
ン
島
ア
リ
タ
オ
 

レ
イ
テ
島
カ
ン
ギ
ボ
ッ
ト
山
 

ソ
連
チ
タ
地
区
リ
チ
ピ
ン
エ
ム
カ
 

樺
太
豊
原
駅
付
近
の
戦
闘
 

ソ
連
ア
ム
ー
ル
洲
チ
ル
マ
収
容
所
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④歴史散策金木散歩 

今に残る 

木橋 
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け
ら
れ
て
あ
る
が
、
建
設
年
の
標
示
な
く
不
詳
。
 

⑥
喜
良
市
上
派
立
か
ら
字
坂
本
の

畑
に
通
じ

る
坂
本
橋
は
昭
和
五
十
九

年
五
月
竣
工
。
 

⑥

金
木
山
道
町
か
ら
字
玉
水

の
農
地
に
通
じ
る
袖

柳
橋
は
平
成
元
年
九

月
竣
工
。
 
⑥
国
道
三
三

九
号
金
木
本
町
に
至
る
朝
日
橋
は
、

昭
和
四
十

三
年
十
二
月
竣
工
。
 
⑥
国
道
三
三
九

線
バ
イ

パ
ス
に
架
か
る
金
木
橋
は
昭
和
四
十
一
年
十

一
一

月
竣
工
。
 
⑥
広
域
農
道
米
ロ

ー
ド
の
菅
原
橋

は
、
昭
和
六
十
一
年
十

月
竣
工
。
 

⑨
沢
部
橋

農
道
橋
設
置
不
詳
。
 
⑥
蒔
田
か
ら

五
所
川
原

に
至
る
蒔
田
橋
は
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
竣
工
。
 

⑥
西
北
両
郡
に
架
か
る
岩
木
川
の
神
田
橋
は

平
成
元
年
十
一

月
竣
工
。
 

明
治

・
大
正
・
昭
和
初
期
の
木

橋
は
、
洪
水

の
度
毎
に
破
損
流
失
を
繰
り
返
し
た
が
、
よ
く
 

不
朽
甚
だ
し
い
木
橋
の
姿
 

も
こ
の
橋
今
日
ま
で
架
っ

て
い
た
も

の
。
 

 
し
か

し
、
供
用
で
き
る
状
態
に

な
い
危
険
極

ま
り
な

い
が
、
金
木
最
後
の
木

橋
と
し

て
残
し
て
置
き

た
い
気
も
起
き
る
。
 （

き
の
し
た
清
一
踏
査
記
）
 

木橋全景 

現
在
金
木
川
に
架
か

る
橋
は
上
流
の
方
か

ら
 
⑥
喜
良
市
山

十

二
本
ヤ
ス
に
至
る
林

道
橋
が
喜

良
市

川
 

（相
之
股
）
と
金
木

川
の
合
流
地
点
に
架
 

津
軽

地

方

伝
承

僅
諺

解

釈
 

諺
は
、
昔
か
ら

一
般
的
に
広
く
伝
わ
る
人
生
の
教
訓
と
思
う
が
、
私
が
 

を
自
分
な
り
に

簡
単
に
解
釈
し

て
見
た
が
、
誤
り
が
多

々
あ
る
と
思
う
の

若
い

こ
ろ
か
ら
、
人
か
ら
聞
い
た
り
何
か
で
見
た
り
し

た
事
を
思
い
浮
か
 

で
、
皆
さ
ん
に
解
釈
し
て
下
さ
る
様
に
ご

容
赦
の
程
を
願
い
申
し

上
げ
ま

べ
て
農
家
に
身
近
な
事
を
綴
っ

て
見
た
、
又
、
私
な
り
に

「
諺
」
の
内
容
 

す
。
 

子
供
の
頃

に
父
母
か
ら
よ
く
言
わ
れ
た
。
 百
姓
は
一
粒
の
米
を
穫
る
の
も
苦

労
の
連
続
で
あ
っ

た
か
ら

一
粒

の
米
も
粗
末
に
し
な
い
様
に
厳
し
く
戒
め
た
の
で
し
ょ

う
。
 

農
家
の
子
供
は
、
長
い
冬
の
あ

い
だ
に
囲
炉
裏
に
板
を
敷
い
て
足
を
入
れ

て
暖
を
取
っ
た
の
で
、

せ
め
て
正

月
だ
け

で
も
囲
炉
裏
に
足
を
入
れ
ず
に
行
儀
を
良
く
し
な
さ
い
と
の
事

で
し
ょ
う
。
 

他
人
が
ど

う
で
も
自
分
さ
え
よ
け
れ
ぱ

よ
い
、
自
分
の
都
合
の
よ

い
事
ば
か
り
を
主
張
す
る
。
 

方
法
や
経
路
は
違
っ
て
も
目
的
は
同
じ
、
あ
っ
ち
の
道
を
行
っ
て
も
こ
っ
ち
の
道
を
行
っ

て
も
目
的
は
同
じ
。
 

稲
は
幾
ら
寒
く
て
も
必
ず
出
穂
す
る
。
葬
式
も

必
ず
出
る
。
 

教
養
ゃ
お
金
が
あ
る
人
程
に
頭
が
下
が
る
。
 

秋
は
百
姓
に
と
っ
て
一
番
忙
し
い
季
節
で
、

た
っ
た
今
ま
で
日
和
で
あ
っ
て
も
雲
が
く
る
と
、

あ
っ
と
い
う

間
に
雨
が
降
り
だ
す
か
ら
夏
の
千
日
に
勝
る
。
 

朝
日
が
昇

る
こ
ろ
に
雲
が
朝
焼
け
す
る
と
必
ず
そ
の
日
の
う
ち
に
雨
が
降
る
か
ら
、
百
姓
は
田
圃

や
そ
の
他

へ
出
か
け
る
時
は
、
雨
具
を
持
っ
て
行
っ
た
。
 

⑥
飯
を
コ
ボ
ス
と
拾
っ
て
食
べ
な
さ
い
。
 

飯
を
粗
末
に
す
る
と
目
が
潰
れ
る
 

⑥
正
月
に
シ
ボ
ド
（
囲
炉
裏
）
に
足
を
入

れ
る
と
春
に
水
苗
代
に
鴨
が
降

り
る
 

⑥
我
が

田
に
水
を
引
く
（
我
田
引
水
）
 

⑥
田
走
っ

て
も
ク
ロ
（
畦
畔
）
走
っ
て
も

同
じ
 

⑥
稲
と
ダ
ミ
（
葬
式
）
は
必
ず
出
る
。
 

⑥
稲
穂
実
っ

て
頭
下
が
る
。
人
の
心
は

稔
る
程
に
頭
が
下
が
る
。
 

⑥
秋
の
日
和
の
一
日
は

夏
の
千
日
に

勝

る
。
 

⑥
秋
の

朝
焼
け
そ
の
日
の
雨
 



＠
青
田
と
花
嫁
は
褒
め
る
な
 

⑨
五
反
百
姓
出
ず
入
ら
ず
 

⑥
子
供
の
た
め
に
美
田
を
買
わ
ず
 

⑨
使
っ
て
い
る
鍬
は
光
っ
て
い
る
 

⑥
八
十
八
夜
の
別
れ
霜
 

⑥
蒔
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
 

⑥
自
分
の
飯
喰
べ
て
人
の
前
考
え
ろ
 

⑨
秋
茄
子
嫁
に
喰
わ
せ
る
な
 

⑨
蟻
の
穴
か
ら
土
手
崩
れ
る
 

⑥
朝
の
早
起
き
三
文
の
徳
 

⑨
隣

で
 
「倉
」
 
を
建て
る
と
コ
バ
ム
 

（
憎
ら
し
い
）
。
 

⑥
悪
銭
身
に
付
か
ず
。
 
 

ニ
ー
三
番
除
草

（
田
の
草
取
り
）
の
頃
は
稲
の
葉
が
真
っ
黒
で
分
け
つ
も
多
く
、
秋
は
拾
俵
だ
と
思
っ
て
い

て
も
、
稲
が
出
来
す
ぎ
て
、
秋
の

一
寸
し
た
風
雨
で
田
の
稲
は

一
面
に
ノ
マ
（
藁
で
編
ん
だ
覆
い
ー
今
な
ら

シ
ー
ト
）
を
敷
い
た
様
に
倒
伏
す
る
。
花
嫁
は
来
た
ば
か
り
で
今
は
「
角
」
を
隠
し

て
お
り

「猫
の
面
」
を

し
て
温
和
し
そ
う
に
見
え
る
が
、
子
供
が
出
来
て
く
る
と
、
「角
」
を
出
し
は
じ
め
る
。
 

五
反
百
姓
は
お
金
が
入
り
も
せ
ず
残
り
も
せ
ず
。
 

財
産
を
残
す
と
子
孫
は
身
を
誤
る
事
が
多
い
 

仕
事
に
精
を
出
し
て
い
る
と
き
は
生
き
生
き
と
美
し
く
見
え
る
。
 

霜
が
降
り
な
く
な
る
、
立
春
か
ら
数
え
て
八
十
八
日
目
頃
、
五
月
二
日
頃
。
 

収
穫
を
得
る
と
す
れ
ば
種
を
蒔
い
て
努
力
す
る
。
 

自
分
に
は
財
産
や
お
金
が
あ
る
か
ら
と
賛
沢
三
昧
を
し
な
い
で
人
の
前
を
考
え
る
。
 

秋
茄
子
は
夏
茄
子
と
違
っ
て
一
段
と
美
味
し
く
、
嫁
に
喰
わ
せ
る
と
余
計
に
ご
飯
を
食
べ
る
か
ら
か
、
又
、
 

灰
汁
が
あ
り
、
子
宮
を
荒
ら
す
の
で
、
嫁
へ
の
思
い
や
り
か
も
知
れ
な
い
。
 

堅
固
に
築
い
た
土
手
も
小
さ
な
蟻
の
穴
が
あ
る
と
大
雨
で
激
流
の
と
き
は
そ
の
穴
か
ら
濁
流
が
入
り
土
手
が

崩
れ
る
。
 

早
起
き
は
空
気
が
良
い
の
で
徳
が
あ
る
。
 

隣
で
家
を
新
築
し
た
り

「倉
」
を
建
て
た
り
大
き
い
買
い
物
を
す
る
と
隣
近
所
で
は
、
あ
そ
こ
で
は
儲
け
る

の
は
当
た
り
前
だ
、
寸
分
の
暇
も
な
く
働
き
、
粗
食
で
隣
近
所
の
交
際
も
少
な
く
、
欲
で
欲
で
、
辛
抱
で
辛

抱
で
と
、
す
ぐ
感
情
的
に
な
り
、
足
を
引
っ
張
り
「
粗
」
を
拾
い
、
拒
み
が
妬
み
心
に
な
り
、
世
間
に
言
い

ふ
ら
す
が
、
知
ら
な
い
世
間
で
は
、
噂
を
真
に
受
け
る
。
 

働
い
て
得
た
お
金
は
大
切
に
す
る
が
、
悪
い
事
を
し
て
得
た
お
金
は
す
ぐ
使
っ
て
し
ま
う
。
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⑥
予
算
と
揮
寝
て
も
外
れ
る
。
 

⑥
神
仏
に
祈
る
よ
り
稼
げ
。
 

⑥
大
掴
み
よ
り
小
掴
み
 

⑥
親
と
子
で
も
お
金
は
他
。
 

⑥
お
金
が
あ
る
と
馬
鹿
で
も
旦
那
様
。
 

⑥
金
持
ち
 
お
金
を
使
わ
な
い
。
 

⑥
金
持
ち
喧
嘩
せ
ず
。
 

⑥
地
獄
の
沙
汰
も
金
次
第
。
 

⑥
お
金
が
あ
る
と
鬼
を
も
使
う
 

⑥
神
も
仏
も
金
次
第
 

⑨
何
時
も
あ
る
と
思
う
な
親
と
金
。
 

⑥
神
の
光
よ
り
お
金
の
光
。
 

⑥
夫
婦
喧
嘩
も
お
金
が
無
い
か
ら
起
き

る
。
 

⑥
貧
し
い
程
悲
し
い
も
の
は
な
い
。
 

⑥
貧
乏
暇
な
し
。
 
 

何
事
も
予
算
通
り
に
行
く
と
良
い
が
予
算
通
り
に
行
か
ぬ
の
が
世
の
常
と
思
う
。
昔
の
親
父
達
は
股
に
揮
を

当
て
て
寝
た
が
何
時
の
間
に
か
外
れ
て
居
る
。
 

神
仏
を
拝
ん
で
金
儲
け
を
頼
む
よ
り
、
 一
生
懸
命
働
い
て
儲
け
よ
。
 

一
度
に
儲
け
よ
う
と
し
な
い
で
働
い
て
 「
コ
ツ
コ
ッ
」
 
と
貯め
て
儲
け
る
o
 

金
銭
問
題
は
親
で
も
兄
弟
で
も
で
あ
る
。
 

阿
呆
な
人
で
も
お
金
が
あ
る
と
世
間
で
は
旦
那
様
と
頭
を
下
げ
て
挨
拶
す
る
。
 

金
持
ち
は
お
金
を
大
切
に
し
て
使
わ
な
い
。
 ゆ
っ
た
り
と
落
ち
つ
い
て
い
る
。
 

喧
嘩
し
て
も
得
が
無
い
か
ら

「
ケ
ン
カ
」
 
しな
い
。
 

地
獄
で
さ
え
も
金
次
第
で
許
し
、
世
の
中
悪
い
事
を
し
て
も
お
金
で
済
む
。
 

学
歴
が
な
く
と
も
白
痴
的
な
人
で
も
お
金
が
あ
る
と
ど
ん
な
人
で
も
顎
で
使
う
事
が
出
来
る
。
 

世
の
中
、
金
次
第
で
左
右
さ
れ
る
。
 

親
と
お
金
は
何
時
ま
で
も
無
い
か
ら
大
切
に
。
 

神
の
有
り
難
さ
も
そ
う
だ
が
世
の
中
お
金
次
第
で
光
。
 

お
金
が
無
い
と
夫
婦
喧
嘩
に
な
り
や
す
い
。
 

働
い
て
も
働
い
て
も
貧
し
い
、
貧
乏
程
つ
ら
い
も
の
は
無
い
。
 

生
活
に
追
わ
れ
、
毎
日
毎
日
目
が
回
る
ほ
ど
に
忙
し
い
。
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⑥
貧
乏
は
達
者
の
基
。
 

＠
夫
婦
は
一

心
同
体
。
 

⑨
夫
唱
婦
随
。
 

⑨
貧
し
い
と
親
類
薄
い
。
 

＠
信
用
は
無
限
の
財
産
。
 

＠
子
は

鍵
。
 

⑨
鰯
の
頭

も
信
心
か
ら
。
 

⑥
仏
放
っ
と
け
 
神
構
う
な
。
 

⑥
見
ぬ
極
楽
知
ら
ぬ
地
獄
。
 

⑥
坊
主
憎
い

と
袈
裟
ま
で
憎
い
。
 

⑨
弘
法
筆
を
嫌
わ
ず
 

弘
法
も
筆
の
誤
 

」
り
ノ
 

⑥
地
獄
の
釜
の
蓋
も
あ
く
。
 

⑨
地
蔵
の
顔
も
三
度
。
 

⑥
正
直

の
頭
に
神
宿
る
。
 

＠
親
し
き
仲
は
遠
く
な
る
。
 

⑥
朱
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る
。
 

⑥
祖
父
母
辛
労
で
基
礎
を
築
き
子
は

楽

し
て
孫
乞
食
。
 

⑥
ド
ギ

（
敷
居
）
が
高
い
。
 

⑨
三
尺
去
っ

て
師
の
影
踏
ま
ず
。
 

⑨
自
分
を
見
て
向
こ
う
見
れ
。
 

⑥
人
の
悪

ロ
を
言
う
前
に
自
分
の
欠
点

を
見
ろ
。
 

⑥
青
菜
に

塩
。
 

⑥
悪
事
千
里
走
る
。
 

⑨
悪
妻
は
死
ぬ
ま
で
不
作
 

⑨
葉
は
枯
れ
て
も
根
は
残
る
。
 

⑥
兄
弟
は
他
人
の
始
ま
り
。
 

⑨
親
の
恩
を
子
に
返
し
。
 
 

貧
乏
な
人
の
子
供
は
病
気
に

な
り
に
く
い
、
資
産
家
の
人

は
一
寸
し

た
こ
と
で
も
病
気

に
な
り
や
す
い
。
 

夫
婦
は
一
生
苦
楽
を
共
に
す
る
。
槽
糠
の
妻
ー
貧
乏
な
時
か
ら

苦
労
を
共
に
し

て
来
た
。
 

昔
は
夫
の
言

う
こ
と
に
妻
が
絶
対
に
従
っ
た
、
時
代
が
変
わ
り
妻
に
夫
が
従

う
よ
う
に
な
っ

た
。
 

人
は
薄
情
な
も

の
で
、
貧
し
い
と
付
き
合
い
が
薄
く
な
る
。
 

信
用
こ
そ
限
り
な
い
財
産
で
あ
る
。
信
用
が
無
い
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
 

離
婚
し
よ
う
と
思
っ

て
も
子
供
が
居
る
か
ら
離
婚
出
来
な
い
、

鑓
は
二
本
の
柱
を
「
が
っ

ち
り
」
 
と
つな
ぎ

止
め
て
い
る
。
 

つ
ま
ら
な
い
鰯
の
頭
で
も
信
心
す
る
と
神
の
様
に
見
え

て
有
り
難
く
思
い
手
を
合
わ
せ
て
拝
む
。
 

神
仏
の
信
仰
に
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
な
い
方
が
良
い
。
 障
ら
ぬ
神
に
崇
り
な
し
。
 あ
ま
り
信
仰
心
が
強

く
な

る
と
何
処
か
の
宗
教
団
体
の
様
に
な
る
。
 

極
楽
を
見

て
き
た
人
も
無
く
、
地
獄
で
仏
に
会
っ
た
人
も
無
い
。
 

何
処
こ
こ
の
親
を

憎
い
と
そ
の
子
供
ま
で
憎
い
。
 

粗
末
な
筆
で
も

上
手
に
書
く
、
失
敗
す
る
事
も
あ
る
。
 

正
月
と
お
盆
は
、
罪
人
を
責
め
な
い
。
 

ど
ん
な
に
お
と
な
し
く
忍
耐
強
い
人
で
も
侮
辱
さ
れ
る
と
怒
る
。
 

正
直
な
人
に
は
加
護
が
あ
る
。
人
間
は
正
直

な
人
を
信
用
す
る
。
 

余
り
に
も
親
し
す
ぎ
る
と
、
遠
慮
が
無
く
な
り

不
和
に
な
る
。
 

交
わ
る
友
に
よ
っ

て
感
化
さ
れ
、
善
し
悪
し
付
く
。
 

祖
父
母
は
苦
労
し
て
財
産
を
築
き
、
子
の
代
は
安
楽
に
暮
ら
し
、
孫
の
代
も
安
楽
に
暮
ら
す
が
落
ち
ぷ
れ
る
。
 

あ
そ
こ
の
家
の
人
は
偉
い
人
だ
か
ら
、

又
、
金
持
ち
だ
か
ら
敷
居
が
高

い
か
ら

一
寸
行
き
づ
ら

い
。
 

恩
師
に
は
頭
が
上
が
ら
な
い
か
ら
、
師
の
影
も

踏
ま
な
い
。
 

人
を
批
判
す
る
前
に
、

自
分
の
欠
点
や
自
分
を

批
判
し

て
か
ら
人
の
事
を
言
う
。
仮
に
嫁
を
貰
う
場
合

で
も

自
分
の
財
産
や
自
分
の
息
子
の
「
器
量
」
を
見
ず
に
相
手
側
だ
け
を
見
る
と
縁
談
は

成
立
し

な
い
。
 

自
分
は
粗
だ
ら
け
な
の
に
、
人
の
悪
ロ
を
言
う
、
千
両
の
馬
に
も
傷
が
あ
る
。

一
俵
の
白
米
に
も
粗
が
あ

る
。
 

人
に
自
分
の
欠
点

を
言
わ
れ
る
と
「
シ
オ
レ
ル
ー
元
気
が
無
く
な
る
。
」
青
菜
に
塩
を
振
り
か
け

る
と
「
シ

オ

レ
ル
ー
元
気
が
無
く
な
る
。
」
 

良
い
行
な
い
は
中
々
聞
こ
え
な
い
が
、
悪
い
事
を
す
る
と
す
ぐ
遠
く
ま
で
聞
こ
え
る
。
悪
い
こ
と
は
出
来
な
い
。
 

悪
い
妻
を
持
つ
と

一
生
の
不
幸
で
あ
る
。
 結
婚

に
付
い

て
の
忠
告
だ
。
 

例
え
ぱ
父
母
が
悪
い
こ
と
し
て
亡
く
な
っ

て
も
、
子
供
や
孫
と
何
代

ま
で
も

そ
の
事
が
残
る
。
 

自
分
の
世
帯
を
持
っ
と
欲
が
付
き
自
分
の
世
帯
が
大
切
で
あ

る
か
ら
す
べ
て
の
面
に
付
い

て
兄
弟
迄
回
ら

な

い
。
 
（
「
従
兄
弟
」
 
「
ハ
ドゴ
ー
兄
弟
以
外
の
血
統
の

つ
な
が
り
）
 
「従
兄
弟
」
 
「
ハ
ドゴ
」
 
は
余
りに
も

沢
山
あ
る
の
で
数
え
る
と
き

り
が
な
い
。
 

親
に
は
恩
を

返
せ
な
い
か
ら
親
の
恩
を
子
に
返
す
。
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＠
蟹
は
自
分
の
甲
羅
を
見
て
穴
を
掘
る
。
 

＠
デ
ッ
チ
上
げ
。
 

⑥
能
あ
る
鷹
爪
を

隠
す
。
 

⑥
お
べ
だ

ふ
り
、
あ
る
ふ
り
、
い
い
気

な
た
ふ
り
。
 

⑥
能
無
し
の
無
駄
話
 

⑥
言
っ
て
し
ま
っ
た
口
は
引
っ
込
ま
な
 

⑥
人
の
口
に
は
戸
は
立

て
ら
れ
ぬ
。
 

⑨
人
の
噂
も
七
十

五
日
。
 

⑥
褒
め
る
人
一
人
に
悪
口
百
人
。
 

＠
女
心
と
秋
の
空
。
 

⑥
可
愛
さ
三
分
義
理
七
分
。
 

⑥
ロ
は
災
い
の
も
と
、
言
わ
ぬ
が
花
。
 

⑨
お
金
と
印
鑑
は
命
の
次
。
 

⑥
書
い
た
物
が
物
を
言
う
。
 

⑨
親
の
意
見
と
茄
子
の
花
は
千
に

ー
つ

も
無
駄
が
な

い
。
 

⑨
親
の
拾
七
、
子
は
見
た
事
が
無
い
。
 

⑥
親
の
心
子
知
ら
ず
。
 

⑥
人
は
痩
せ

て
強
く
な
り
馬
肥
え

て
強

く
な
る
。
 

⑥
大
樹
程
に
風

当
た
り
が
強
い
。
 

⑥
自
分
の
「
糞
」
は
汚
た
な
く
な
い
。
 

⑥
小
さ
い
ナ
ン
バ
（
唐
辛
子
）
程
に辛
い
。
 

⑥
獅
子
も
三
匹
寄

る
と
文
殊
の
知
恵
。
 

⑨
子
を
み
る
よ
り
親
を
見
よ
。
 

⑥
器
量
の
良
い
嫁
貰
う
な
ら
鍋
釜
質
に

お
い
て
も
貰
え
。
 

⑥

一
寸
の
虫
に
も
五
分
の
魂
あ
り
。
 

⑥
嫁
婿
貰

う
な
ら
下
か
ら
貰
え
。
 

⑥
蛇
に
蛙
 

⑥
刻
頚
の
友
 
 

自
分
の
身
体
を
見

て
行
動
す
る
。
 

無
い
こ
と
を
あ
る
様
に
言
い
ふ
ら
す
。
 

頭
の
良
い
人
は
資
産
や
お
金
が
あ
っ
て
も
、
見
識
張
ら
ず
、
見
栄
を
張
ら
ず
、
自
分
の
才
能
を
お
さ
え
て
お
く
。
 

此
の
三
振
り
が
人
か
ら

一
番
嫌
わ
れ
る
。
 

才
能
の
乏
し

い
人
は
く
だ
ら
ぬ
話
を
「

ベ
チ
ャ
ベ
チ
ャ
」
喋
る
 

言
っ
て
し
ま
え
ぱ
終
わ
り
で
引
っ
込
ま
な
い
「
ロ
は
災
い
の
も
と
で
あ
る
」
も
の
を
言
う
と
き
に
は
注
意
を
。
 

人
の
噂
は
防
ぎ
様
が
無
い
。
 

悪
く
て
も
七
十
五

日
以
上
立
つ
と
噂
は
自
然
と
薄

く
な
る
。
 

褒
め
る
人
よ
り
悪
ロ
を
言

う
人
が
多

い
。
 

恋
愛
結
婚
し

て
子
供
迄
あ
る
の
に
女
は
男
に
文
句
を
つ
け

て
離
婚
す
る
。
 

孫
が
生
ま
れ
て
孫
婆
様
は
孫
を
メ
ゴ
イ
（
可
愛

い
）
と
子
守
を
し

て
い
る
が
、
実
際
の
孫
の
可
愛
さ
は

三
分

位
で
後
の
七
分
は
兄
や
嫁
に
義
理
を
立
て
て
子
守
を
し

て
い
る
が
、
本
当
か
ど
う
か

（
孫
は
子
よ
り
可
愛
い
）
 

普
段
は
自
分
の
子
よ
り
可
愛
い
。
 

口
に
出
し
て
言
っ
て
し
ま
う
と
終
わ
り
で
あ
り
、
引
っ
込
ま
な
い
、

そ
れ
よ
り
も
言
わ
ぬ
が
花
で
あ
る
。
 

お
金
と
印
鑑
は
命

の
次
で
あ
り
大
切
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、

印
鑑
は
軽
々
し
く
捺
印
し

て
後
で
苦
し

む
な
。
 

い
く
ら
調
子
の
良
い
話
を
し

て
も
、
ロ
約
束
で
は
証
拠
に
な
ら
な
い
。
 

親
の
意
見
と
茄
子
の
花
は
無
駄
が
な
い
、
茄
子

の
花
は
咲
く
と
必
ず
実
に
な
る
の
例
え
。
 

親
は
子
に
向
か
っ
て
若
い
こ
ろ
の
苦
労
話
を
す
る
が
、
子
は
親
の
拾
七
見
た
こ
と
な

い
。
 

親
の
愛
情
を
知
ら
ず
、
子
は
か
え
っ
て
気
侭
で
あ
る
。
 

人
間
は
資
産
も
お
金
も
無
く
貧
乏
し
て
裸
一
貫
だ
と
世
間
を
恐
く
無
く
な
り
、
ど
ん
な
暴
言

で
も
吐
い

て
つ

よ
く
な
る
が
、
馬
は
肥
え
る
と
「
力
」
が
強
い
。
 

人
は
偉
く
な
っ
た
り
金
持
ち
に
な
っ
た
り
す
る
と
世
間
の
悪
ロ
が
大
き

い
。
 

自
分
の
糞
は
汚
な
く
無
い
が
他
人
の
糞
は
汚
い
。
 

小
さ
い
唐
辛
子
は
辛
い
、
人
間
も
心
が
が
っ
ち
り
し

て
居
る
。
 

一
人
で
心
配
事
が
あ
っ

て
も
三
人
で
相
談
す
る
と
色
々
な
知
恵
が
生
じ

る
。
 

そ
の
子
を
見
る
よ
り
、
親
を
見
る
と
分
か
る
。
 

容
姿
容
貌
の
娘
を
貰
う
な
ら
貧
乏
質
に
お
い
て
も
貰
え
。
 

ど
ん
な
温
和
な
人
で
も
堪
忍
袋
の
緒
が
あ
る
。
 

嫁
婿
は
自
分
よ
り
資
産
が
あ
る
家
か
ら
貰
う
と
毎
日
何
か
と
気
を
使
う
。
 

意
中
の
人
で
無
い
と
近
寄
ら
な
い
、
苦
手
な
相
手
に
な
る
だ
け
近
寄
ら
な
い
。
 

友
の
為
に
は
犠
牲
に
な
つ
て
も
後
悔
し
な
い
。
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⑥
老
い
て
は
子
に
従
え
。
 

⑥
年
寄
り
と
釘
は

引
っ
込
む
ほ
ど
良
い
。
 

＠
年
寄
り
は
薬
だ
 

⑥
年
寄
り
は
家
の
宝
。
 

⑨
年
寄
り
と
仏
壇
は

置
場
に
困

る
 

⑥
年
が
仇
だ
。
 

⑥
鉄
は
熱
い

う
ち
に
打
て
。
 

⑨
娘
金
持
に
嫁
が
せ
親
貧
乏
。
 

⑥
そ
の
人
を
知
る
に

は
そ
の
人
の
友
を

見
よ
。
 

⑥
捨
て
る
神
あ
れ

ば
助
け
る
神
あ
る
。
 

⑥
住
め
ば
都
 

⑥
宝
の
持
ち
腐
れ
。
 

⑥
嫁
貰
わ
ば
 
親
貰
え
。
 

⑥
所
変
わ
れ
ば
品
変
わ
る
。
 

⑥
短
気
は
損
気
。
 

⑥
隣
の
貧
乏
は
鴨
の
味
。
 

⑨
恩
を
仇
で

返
す
 
飼
い
犬
に
手
を
噛

ま
れ
る
。
 

⑥
目
が
物
を
言
う
 
顔
で

笑
っ
て
心
で

泣
く
。
 

⑥
溺
れ
る
者
は
藁
を
も
掴
む
。
 

⑥
帯
に
短
し
裡
に
長
し
。
 

⑥
井
の
中
の
蛙
大
海
を
知
ら
ず
気
は
心
。
 

⑥
孝
行
し
た
い
時
に

親
は
無
し
。
 

⑥
光
陰
矢
の
如
し
。
 

⑥
歳
月
人
を
待

た
ず
。
 

⑥
出
る
杭
は
打
た
れ
る
。
 

⑥
荷
重
く
道
遠
し
。
 

⑥
貧
す
れ
ば
鈍
す
。
 

⑨
泣
き
面
に
蜂
。
 
 

年
を
取
っ
た
ら
、
出
し
ゃ
ば
ら
ず
子
に
任
せ
る
。
 

年
寄
り
が
若
者
の

そ
ば
に
居
る
と
、
若
者
は
気
兼
ね
す
る
。
釘
は
頭
が
出
る
と
邪
魔
だ
か
ら

金
づ
ち
で

打
た

れ
る
。
 

長
い
人
生
経
験
が
あ
る
か
ら
年
を
取
る
と
考
え
が
深
く
薬
に
な
る
事
が
あ
る
。
 

我
が
家
を
此
処
ま
で
築
い
た
の
は
祖
先
や
両
親
の
お
蔭
で
あ
る
か
ら
、
邪
魔
に
は
な
る
が
、

何
か
の
役
に

立

つ
と
き
も
あ
る
か
ら
家
の
宝
で
あ
る
。
 

年
寄
り
と
仏
壇
は
粗
末
に
さ
れ
な
い
し
、
や
り
場
に
困
る
。
 

年
を
取
る
と
身
体
の
調
子
が
お
か
し

く
な
り
、
体
力
が
落
ち
て
病
に
な
り
ゃ
す
く
、
弱
く
な
り
邪
魔
に
な
る
。
 

子
供
が
純
真
な
心
の
内
に
鍛
え
な
い
と
大
人
に

な
っ
て
か
ら
で
は
効
き
目
が
薄
い
。
 

娘
三
人
金
持
に
嫁
が
せ
る
と
、
嫁
入
り
仕
度
で
財
産
が
薄

く
な
り
、
嫁
ぎ
先
の
金
持
ち
と
の
交
際
で
貧
し

く

な
る
と
の
例
え
が
あ
る
。
 

付
き
合
っ
て
い
る
友
を
見
る
と
そ
の
人
の
大
体
の
事
が
分
か
る
。
 

面
倒
を
見
な
い
人
も
い
る
が
、
面
倒
見
て
く
れ
る
人
も
あ

る
。
 

住
み
慣
れ
る
と
、
ど
ん
な
所
で
も
都
だ
。
 

才
能
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
活
用
し
な
い
。
 

両
親
が
サ
カ
シ
イ
（
品
行
方
正
）
と
娘
も
確
か
に

サ
カ
シ
イ
と
思
う
。
 

所
変
わ
れ
ば

風
俗
や
習
慣
も

す
べ
て
変
わ
る
。
 

短
気
を
起
こ
す
と
相
手
に
悪
感
情
を
与
え
、
成
功
す
る
事

も
不
成
功
に
終
わ
る
。
 

隣
の
貧
し
さ
は
心
配
に
な
る
が
、
心
底
か
ら

の
心
配
で
は
な
い
。
 

世
話
に
な
っ
た
恩
を
忘
れ

て
恩
人
を
ひ
ど
い
目
に
合
わ
す
。
面
倒
を
見
た
人
に
裏
切
ら
れ
る
。
 

人
間
の
心
は
目
に
表
れ
る
。
悲
し
み
ゃ
苦
し
み
を
心
に
押
さ
え
て
顔
の
表
情
で
笑
っ

て
い
る
。
 

水
に
溺
れ
て
苦
し

い
時
は
一
本
の
藁
で
も
掴
む
。
苦
し

い
時
は
ど
ん
な
人
で
も
頼
る
。
 

ど
ち
ら
も
中
途
半
端
で
役
に
立
た
な
い
。
 

家
に
ば
か
り
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
世
間
を
知
ら
な
い
、
気
は
心
で
あ
る
か
ら
、
人
に
物
を
贈
る
場
合
で

も

与
え
る
場
合
で
も
誠
意
を
示
す
。
 

若
い
頃
は
我
ま
ま
で

一
人
前
に
な
っ
た
頃
は
、
親
は
亡

く
な
っ

て
居
り
孝
行
し
た
い
と
思
う
が
後
悔
す
る
。
 

月
日
の
発
つ
の
は

早
く
そ
の
日
一
日
を
後
悔
の
無
い
様
に
懸
命
に

生
き
る
。
 

年
月
は
ど
ん
ど
ん
過
ぎ

て
い
く
、
悔
い
の
な

い
人
生
生
活
を
送
る
。
 

大
木
程
に
風
当
た
り
強
く
、
頭
角
を
現
す
と
人
か
ら

批
判
さ
れ
が
ち
だ
。
 

人
の
一
生
は
重
荷
を
背
負
っ
て
遠
い
野
山
の
道
を
登
っ

て
居
る
。
 

生
活
が
苦
し
く
な
る
と
知
恵
の
働
き
が
鈍
く
な
る
。
 

悪
い
こ
と
が
重
な
り
不
幸
が
続
く
。
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